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夢育て

•2022年から

•知的障がいのある青年を対象に

•体操・座学・畑作業を組合せて認知身体機
能の発達を促すプログラム

•座学ではフォイヤーシュタインメソッドを採用
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今年は夢育てから3本

•前川他 「知的障害者を対象とした農的活動
等を組合せた学習プログラムの持続的改善
プロセスのデザイン」

•天田他「知的・発達障害者への農作業支援
における運動プログラムの導入と効果」 （第
8分科会）
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本論文の概要

対象：受講生のなかの３人

約6ヶ月の間隔をおいたアセスメントの比較

•プリテスト：2024秋冬

•ポストテスト：2025春夏
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本論文の目的

•繰り返し学習における被験者の学習効率性
を測定

•ポジショナルラーニングテスト（PLT）
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ポジショナルラーニングテスト
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概要

•フォイヤーシュタインメソッドのアセスメントで
あるLPADの一つ

•５×５の枠の中の５つのマスの位置を記憶
する課題７問

•覚えるべきマスは必ず縦の1列にひとつずつ
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実施手順

•空欄の５×５の枠の一番左から順に検査者が記憶すべき
マスを示す

• 10秒のレイテンシをおいて被験者が覚えたマスに印をつけ
ていく

•被験者が３回連続して正答するまで同じパターンを繰り返
す

•もし10回の試行までに被験者が連続３回正答できた場合は
成功として次のパターンに

•できなかった場合は不成功として次のパターンに
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認知機能の表による分析

主に精緻化の段階の認知機能

•繰り返しの学習の中でパターンを記憶する（精緻化７番）課題

• ５つの場所の位置関係（入力４番）

•位置の比較をもとに（精緻化３番）

•それらを互いに関連付けて帰納的推論をし、パターンを見いだす
（精緻化５番）

• より多くの情報を記憶することができる（精緻化４番、一種のワー
キングメモリー）
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評価方法

縦１列ごとにみて、
•印のついた場所が正しければその列に１点

•複数の印がつけられたか、何も印がつけられなかった列
は０点

１パターンにつき満点は５点

被験者にとって多数の試行を要した問題のみ分析

（PreまたはPostで不成功または成功までに７回以上の試行
を要したパターン）
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回帰直線の傾き＝学習の効率性

•横軸：試行回数 縦軸：点数

•散布図に回帰直線を引き、その傾きを計算
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結果
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考察
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受動的な学習者から能動的な学習者へ

•Preでは毎回同じ間違いを繰り返して10回の
試行を終えてしまい、学習速度がほとんど０
というケースが散見

•しかしPostではそのようなケースが減少

•積極的に認知機能を働かせた。
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３年間の取り組みを通して
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過去２回の論文では

•図形、絵、言語の検査での受講者の認知的
な成長を数値化

•特に図形と言語での大きな成長を確認
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2023年のアセスメント結果
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レイの複雑図形検査 レイヴン色彩マトリックス検査
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2023年のアセスメント結果

•複雑な図形を全体と部分との関係で分析し
基本構造を見出せるようになった

•ある種のワーキングメモリーが育った可能性
を示した

•今回も同様の結論を得ることができた
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2024年のアセスメント結果
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2024年のアセスメント結果

•図形と言語の検査での成績の上昇を数値で
確認

•抽象的思考に不可欠である内言が彼らに
育っている
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今年のアセスメント結果

•認知的な介入が繰り返し学習の効率を高め
ることを数値的に確認した。

•学習において繰り返しは大事だが、単に繰り
返すだけでは不十分

•学習者の認知機能を高め、より能動的に働
かせることが必要
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終わりに

•夢育ては知的障がい者の認知機能を高め
るノウハウを蓄積してきており、それを広く社
会に提供する用意があります。

•これを機会に、ぜひ繋がってください！
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